
２日目

2008.09.03

日本到着の次の日。
来る前に日本について少しわかっていたせいか、それほど興奮はしませんでした。でも、心の中ではやはりうれしかったです。なんといっても、はじめて
この国に来たのだから。
飛行機の離陸と着陸の感覚が好きになり、日本人の親切さに感動し、一人の生活を体験する、この数日の感慨。
来日２日目。
準備しないといけないこ
とがたくさん、知らなければいけないこともたくさん。
みんなと知り合えてとてもうれしい。
この一年、みんな一緒にがんばろうね。
よろしくお願いします。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



もう慣れた、飲食を。

2008.09.04

味噌汁も、冷たい物も、甘すぎるものも・・
良かったね・思ったより早いから・
健康が大事なの・
皆はどう？
もう慣れた？

呉博莹-ごはくえいさんの日記



もう一週間過ごしたみたい。皆はどう？

2008.09.11

hostfamilyではないものの、寮の生活はもうなれたようだ。
最初は残念な感じがあるけど、いまはもう大丈夫だ。
私の担当の先生は忙しいみたいで、話し合う時は少ないと思
う。しようがないね。でも、わたしはもう三歳の子供ではないから、だいじょうぶ。
これは日本語で投稿されたものです

呉博莹-ごはくえいさんの日記



疲れるけど、楽しい。

2008.09.18

文化祭が終わればすぐに体育祭、そのあと図書祭、さらに合唱コンクール、クリスマス。今学期は行事がほんとうに多い。うれしいのはうれしいけど、疲れるなあ。
晩の自習
室で机の上に倒れこむ。みんなたいへんなはずなのに、慣れているみたい。疲れたというようなことを聞いたことがありません。
体育祭では障害物競争に出ます。中国のとき
とは感覚が違って、緊張はなく、あるのは興奮。友だちが、必ず私と写真を撮るといってくれました。クラスの友達や先生の言葉で、もともとあった緊張感がなくなったのか
な。みんなが言うには、これは試合じゃなくて、さびしがっているグラウンドにさびしい思いをさせないためにやるんだそうです。ちょっとした冗談だけど、温かい気持ちにな
りました。
宮崎駿の本を１冊買いました。うつろな気持ちになった時に読もうと思って。
最近、プロポーズ大作戦を見ました。日本のドラマで、言葉にできない感動がありま
した。
毎日、出費を記録しています。
毎日掃除をし、毎日お祈りしています。
毎日楽しくて、毎日疲れています。この２つの言葉はべつに矛盾しないみたい。
みんな疲れて
いませんか、体に気をつけて、きちんと睡眠をとろうね。
毎日疲れて、毎日幸せ。
この文章はwww.inputking.comのオンライン中国語入力法で入力しました。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



中間試験＆その他

2008.10.03

中間試験を受けました。みんなも受けたでしょう。受けることにしたからには、あんまりひどい成績でも。。だから授業を真面目に聴くことに決めました。生物、英語、数学、
世界史、化学を受けて、それから１２月７日には２級の試験です。。体育のテストもあるんだって、ハハハ。
でも日本のテストは中国のと違っていて、自分のクラスで受け
て、点数は秘密、平均点の半分は合格。不合格だと追試があるけど、みんな自分の点数は秘密にしているけど、テストだけれど、みんなリラックスしてやるべきことをやってい
るように思える。がんばらないと、落ちこぼれになったらいやだからね、ヒヒ。
今日の体育で、ソフトボールといいながらもぜんぜんソフトじゃないボールが当たって、ちょ
っと痛かったです。友達はずっとあやまってくれて、わたしはずっと大丈夫って言い続けて、とてもドラマチックだった。
日本の小説を読みました。ナルト疾風伝劇場版で、
単語は調べまくらないといけないけど、映画を見た後に小説を読むのはいいですね。読んでいると映像が日本語のセリフと組み合わされて、目の前で起きている気持ちになりま
す。気に入ってます。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



留学生として気づいたこと。思考の整理。

2008.10.06

私達の学校には12人の留学生がいて、それぞれ米国、オーストラリア、ドイツ、カナダ、タイ、フィンランド、台湾からきた。そして私がいる。だから来たばかりのころ、同
級生はは私に対して特に好奇心もなかった。始めの頃はつらくて、でも徐々にわかったのは、いろんな国の同級生と接することは私にもいい面があるということだ。
彼女たち
はみんなとてもかわいくて、年齢は同じでははないけど、18才、19才もいる。でも彼女たちが毎日浮かべている笑顔はまるで私に青春を述べているかのようだ。本当にそんな
感じ。
私は毎日日本語と英語で彼女たちと交流する、彼女たちも英語を話すときは言葉に気をつけていて、簡単でわかりやすい言葉で私にどんな大変なことがあったか教えて
くれる。
留学生はみんな日本語を学びにきたので、彼女たちに私がどうしてそんなに長い時間日本語を学んでいるのかと聞かれると、しばらく言葉につまってしまった。どの
ようにこの質問に答えたらよいかわからなくて、そこで私は逆に彼女にここに何をしに来たのかと聞くのだが、言出だしたと同時にどんなばかなことを聞いたのだろうと思って
しまうのだ。
彼女は「私は日本語だけを学びにきたのではなくて、私は18歳になったから、国内での勉強はまずお休みして、ニュージーランドに1年住んで、帰国してからま
た日本に来たの。私の青春はもうすぐ終わるから。。（そう言ったあと、とてもつらそうな顔をした）私はそのまま自分の学校で高校生活を過ごしたくなくて、こんな機会めっ
たにないから、毎年あるわけではないでしょう。私は遊びに来たのよ。」と言った。
日本語と英語で話してくれたので大体彼女の話がわかった。彼女が自分のことを言ってい
るのか、私のことを言っているのかわからなくなった。なぜなら、彼女の言うことに私は大変賛成だった。
私は帰国後、高3に戻る。ぼんやりとする授業のベルが夢の中でいつ
も聞こえている。過度に自分の未来を心配している、これが私が自分に対する評価だ。
でも今私は帰国したあとの高校三年にとても期待している。ここで学んだことを、国内
の生活の中で生かすことができるから。ここでの一年を、以前よりいっそう大切に過ごしたい。本当に努力して、思いもよらなかった苦しく学んだ日々を払拭してみたい。
結
局、私は日本語を学ぶためだけ来たのではないし、生活を体験するためだけ来たのでもない、もっと意義のあることがそういうことよりずっと大切なのだ。わかってはいるけ
ど、あの留学生の彼女が、私に考えを整理する機会をくれた。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



感動ING！

2008.10.09

最初は学校の寮のいろいろな規則には慣れなくて、辛かったので、勇気を出して、ある夜の自習の後一年生のある友達に自分の考えを打ち明けた。
　私たちは夜１２時半まで
しゃべった。私は先輩と後輩との間の礼儀上の事を聞いた。それから私たちはアニメについておしゃべりし、、映画についてしゃべって終わった。
　感動したのは、二日後彼
女からはがきが送られてきた。上に毛筆で「一緒に寮の生活のために頑張ろう！」が書いてあった。しかも、秋に咲くペルシャギクも描かれていた。言葉で言えないほど美しか
った。
　フフ、心は暖かかったわ。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



問題があり、戸惑っています

2008.11.12

　 日本の学校の先輩と後輩の間の待遇の相違は、もうみんなすべて経験したことがありますね。私は寮に住んでいますから、なおさら感じます。。朝掃除する時、もし後輩が
先にやり終えたら、先輩の仕事を助けなければならなりません。また、掃除の仕事は組に分けられますが、一組ごとに3つの学年の人がいますから、何をするにもじゃんけんで
決めます。1年生が勝ったとしても便所の掃除などのとても面倒な仕事をします。だから毎日じゃんけんで決めますけど、毎日ほとんど同じ仕事をします。
部屋を検査する時、
1年生はひざをついて検査し、私は2学年ですけど、その決まりはあとで知りました。
贈り物を分ける時も、3年生を優先にし、それから２年生に分けます。しかも食事、入
浴、自習などはすべて区別があります。1年生、2年生が3年生とおしゃべりをするのはあまり見かけませんでした。。
どうしてそのような区別があるのと同級生に聞くと、日
本の高校ではみんなそうだよと答えました。中国ではどの学年の人でもお互いに親しく付き合うと教えたら、彼女は大いに驚きました。
やはりどうしてかわかりません。この
ままでは、先輩と後輩の交流がごく少なくなるのではないかと私は思っています。寝室と学校の中の生活は、ちょっと緊張感があるのではないですか。
誰か教えてくれません
か？

呉博莹-ごはくえいさんの日記



P.S.I love you.＆最近の生活について

2008.11.26

寮の部屋には、もう暖房をつけている。午後５時から１１時まで。P.S.I　LOVE　ＹＯＵという映画を、みんなみたことがあるかい。友達と一緒に見た。めっちゃに感動され
た。普通のラブラブのストリーではなく、あったかいえいがだった。お勧め！
七日は一人で能力試験をうけにいく。道に迷わないように。たしかに、ちょっと心配してい
る。。寒いけど、なれたみたい・今は、期末試験中で、数学と英語と日本語をうけるよ。化学と生物はいい。。さっぱりわからないから。
みんなはどう？インフルエンザーが
はやっているから、くれぐれも注意しててね。
これは日本語で投稿されたものです

呉博莹-ごはくえいさんの日記



lalala.感情があふれてお別れが心に痛い

2008.12.11

ちょっと太った。
クラスはクリスマス、そして同時に送別会はベルの音によって終わった。チョコレートも食べて、歌も歌って、ゲームもして、Georgiaの講演もIwill see
you a gain.で終わった。自然と帰国する時の情景を想像してしまった。感情があふれてお別れが心に痛い。
2級試験が終わった。普通です。成績も待つ必要がなく、次の段階
の勉強を始めましょう。試験の時に、多くの中国人に出会い、方言をはさんだ中国語でしゃべって、非常に親しみを感じる。
今日の合唱コンクールでは、うちのクラスは一番
になった。合唱のために合唱したのではないと評価された。明日の決勝戦で金奨を得ることを望んでいる。先生は一枚集団写真も配って、胸先のポケットの中に置いて、お守り
としています。
学年のクリスマス会も開催されて、ブラジル人の神父が彼の祈祷がむつかしくて、彼の言うことはあまりわからないのだ。
宿舎のクリスマス会を楽しんでい
て、ケーキもある。今までのクリスマスはこんなに盛大にしたことがなく、大切にするわ！
一月過ぎると、留学生は六人離れて、五人残って、日本語授業が寂しくなるに違い
ない。
ちょっと太った。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



みんなと握手する！

2009.02.05

おとといは節分である。清める前に先生は大きい両袋の豆をもってきた、食べられるのである。それで私達は豆をまき散らして悪魔を除去する。ふふふ、みんなはまき散らしな
がら、食べるのである。
春になったね！私は今パンストもはいていない。健康だね。見習わなくてもいいよ。
土曜日に小学校に行って交流するので、緊張している。。
翌日は
そば打ちに行く。
みんなのことを思うわ。
研修するには何を持てばいいか考えている。
明日やっと携帯電話を買いに行く、遅れたけど、やはり期待する！
うまくいくよう
に。
実はこの間少し悲しかった。
寝室の大掃除をしっかり行わなかったせいで、先生にどなられた。。
第1回の試験は通過しなかった。英語の慣用語。もう一回試みる。
え。。
みんなの力を～きっと合格する！
握手して、友達。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



喜びがついた！

2009.02.09

まず、みごとに携帯電話を買った。
次、小学校に交流に行くとき、ちょうど遅くなった餅つきに出あった。
スーツを身につけて、黄色の服を着る大男に相応しくないという感
じがない。
いっしょによいしょ！よいしょ！よいしょ！と叫んだ。
両手できねをしっかり握って、白くて、練り粉のようなものを打っていった！
へへ。顔が超赤かった。少し
打つと、腕の筋肉に酸素が足りない、腕もだるくて痛くなったと感じた。。
小学校
私の卒業小学校ではないが、今の自分からは見られない無邪気さ、活発さは十分にその年齢
のある狂った女子学生を思い出させた。非常に懐かしい、更に悲しい。
蕎麦打ち。
山の中の一つの茅葺きと呼ばる店。実は店ではなく、何人かのおばあさんが賃りた部屋で商
売を始めたのが、文化の息を満たした食料品店だ。
五人がいっしょに練り粉をして、練り粉を切る。当然にどうしても初めは上手でない。
とても自然な店で、大自然の自然
だ。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



バレンタインデー　　甘いチョコレート。

2009.02.12

その写真を見ると、食べたい衝動は湧き上がってこない?
（ごめん．．伝えられない．．ハート型の、2層で上に4葉のクローバーのあるキャンディ。）
手に入れた第一回のチ
ョコレート。
小さくて精致だ。
甘くて懐かしい。
みんなは全部お菓子を作れるのね。感嘆し、うらやましい感じもする。
本当に自分の手で何かの食事をしたり、家族に卵ス
ープを作ったり、親友に何かのお菓子を作りたい。
自分で作ったものに対して、大声で呉博瑩版の限定商品だと言える。たとえその味がこのように吹聴するに値しないを知っ
ているとしても。家族と友達は重視するのはこの商標だから、気兼ねなくほらをふける。
でもこれらはやはり空虚なこと。今できるのは、炊事場で鍋の中にできた卵を加え、
フライ返しでスープをかき混ぜることだけ。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



行く前の話。

2009.02.13

別れる時の場面を覚えている。
いつ別れるか分かる別れだ。だからバイバイ言って、手を振って、抱いてからタクシーに入った。
明後日の再会、どんな言葉で始まるか分から
ない。
みんなは久しぶりで、雑談の話題を始めたかもしれない！
みんなは、あなたはどこに行ったか、新年はどうかなを関心するかもしれない。
けたたましく叫ぶかもしれな
い：あなたは太くなった！いくらか？ ，髪を切ったかな！
ほほほ、考えるだけだ。実は私は今複雑な気持ちを表現したい。
一人で神戸に行った。能力試験の場所までの距離よ
り何倍遠い。
今日の研修、この半年の寂しい生活を補うかどうか分からない。
更に考えさせる。
王月に言う：テニスはどうか。
林に言う：どうか？大変か。
李康に言う：も
う髪を切らなければ私は手伝う！
実は北京東京で訓練した間、全部のチームメイト達と感動する話題を話していないことに、本当に残念だと思った。名前を覚えることはすで
に努力したと思った。
明後日の再会は、みんなと以前話しなかった話題を雑談し、ともに日本にいるが異なった隅にいる感じを交流する。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



幼稚園を離れた後の第1回。

2009.03.03

幼稚園を離れた後、初めて、初めて幼稚園に入りました。
今とても感動して、とても感激します。
彼らは私を引っ張って、触って触ります。
彼らのちょうど鼻の水を拭いた手
で私の手を引っ張っていることに気にかけていません。
いっしょにひな祭りのいが饅頭を食べて、お姉さん、お姉さんと呼ばられます。
心の中には甘くて、もっと甘いです。
彼らは私の従弟より5歳年少です。床板に対して椅子よりもっと好きのようです。私の持っていた心連心の手首に対して興味を持つようです。
子供といっしょにいて、自分も拘
らないと感じます。風でスカートを吹きあげて青い運動ズボンを現すことを気にかける必要はなくて、平気で滑稽に笑いを取る体操をもできます。
わざと話のスピードを緩め
ます。子供は、彼がどこどこに傷を受けることを私に教えて、私も関心を持って大丈夫ですか、痛いですかと聞きます。それから彼らが痛くないと言った後の元気いっぱいな笑
顔を見られます。
自分の幼い時、きっとこのようです。少しかわいかったでしょう。

呉博莹-ごはくえいさんの日記



熱が出ました/。

2009.03.09

うん、結局、やはり病気になりました。
元来この年が平穏で健康に過ごすことができると思っていましたが。
鼻水は流れていて、白い紙はだんだん少なくなったのです。
なに
を食べてもおいしくありません。
運動の後に足は少し痛いです。私はごまかさないで、心身が衝突を受ける時いつもお母さんを思っています。
うん、天を仰いで嘆きますと、
鼻水の流れを止めます。活力が回復するのは私の今の望みです。

呉博莹-ごはくえいさんの日記
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